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                                       平成１９年度の行動計画の評価表                                                                     鈴鹿市立椿小学校 

 行動計画の

目標 

具体的方策 評価指標 達成状況 成果や課題・今後の方針 外部評価 

 

 

 

 

 

 

学 

 

 

 

習 

 

 

 

指 

 

 

 

導 

基礎・基本の

定着 

 

 

・算数科におけるＴＴ

 指導及び学習支援ボ

 ランティアの 活用 

・チャレンジタイムで

 の計算力の育成と休

 業中における 補充

 学習の実施 

・読み聞かせボランテ

 ィアや教職員による

 読み聞かせ指 導の

 推進 

・児童アンケートによる 

満足度80％以上 

・算数ボランティアの全 

学年配置 

・算数科のＣＲＴ調査結 

果の全学年１ポイント 

アップ 

・読み聞かせボランティ 

アの増員と読み聞かせ 

の回数の増加 

・「授業が楽しい」「授業がわかりやすい」と

回 答した児童は，９２％，９７％であった。 

・算数ボランティアは，６年生以外の学年には

 全員配置できた。 

・ＣＲＴ調査結果から，２･３･４年は全国比 

 １００以上で昨年より５～８ポイント上がっ

 たが，５・６年は，全国比１００以下で７～

 ８ポイント下がった。 

・読み聞かせボランティアの数は，２名で変わ

 らなかったが，回数としては増加した。また

， 今年度より新たに月１回教職員による読み

聞 かせが増えた。 

・「チャレンジタイムで計算ができるようにな

 った」「朝読は楽しい」と答えた児童は，そ

 れぞれ９２％，９５％であった。 

・算数ボランティアは６人おり，今年新規に３人

 の人にお願いしたが，まだまだ不十分である。 

・高学年は，「量と測定」「数量関係」が弱い傾

向 にある。「考える」授業を取り入れるととも

に， より一層ＴＴによる指導 や学習ボランテ

ィア の活用を図っていく必要がある。・ 

・読み聞かせボランティアを増やすため，読み聞

 かせボランティアの団体等と連携するなどの方

 策を講じたい。教職員による読み聞かせは，さ

 らに回数を増やしたい。 

・具体的な方策が具体的になっていない。 

・達成状況が良いわりには，反省するところがあり，当初の計

 画にあたり，目標とするところとそれを実施するための準備

 がうまくかみあわなかったのは，計画不足であろう。 

・指標を重点化し，子どもの変化が分かる指標が必要である。 

・読み聞かせボランティアは，老人会などに協力を依頼するな

 どの手だてがいる。 

・ボランティアの人数が増えていないので，椿小の教育を良く

 する会のようなものを組織し，そこが派遣するという方法も

 ある。 

・学習ボランティアをどう活用するかについてさらに検討し，

 より効果的な方法を考えていく。また，ボランティアの意見

 を聞く機会を持つようにする。 

・ＣＲＴの結果，教え方がまずいのかなど原因を分析し，次の

 学年でどうしていくかについて職員間で話し合っていく必要

 がある。 

・教職員による読み聞かせは，成果を明らかにして，増やすか

 どうか決めるべきである。 

英語活動及

び国際教育

の推進 

・担任とＡＥＴのＴＴ

 による英語活動を全

 学年週１時間実施 

・「椿ワールド」等の

 国際交流行事の実施 

・英語を通じて小中連

 携の強化 

・ふりかえりカードや児 

童・保護者アンケート に

よる満足度80％以上 

・児童，保護者，参加者 

等によるアンケートで 

満足度80％以上 

・小中連携の授業公開及 

び研修会の実施 

・全学年週１時間年間２９時間実施できる予定

 である。児童のＥＥタイム満足度は９１％で

 低学年ほど高い傾向に ある。保護者の満足

 度は，８９％であった。国際交流活 動の満

 足度は，児童８５％，椿ワールドは未実施で

 あるが，中国・花園小との国際交流会などで

 は高い評価をいただいた。 

・小中連携研修会１回，授業公開は本校で３回

 実施した。 

・数年後には，英語が小学校でも必修になり，今

 後小学校英語が注目されることが予想される。

 英語活動の先進校としてさらに研修を深めるた

 めに，来年度も，全学年週１回のＡＥＴを確保

 し，週１回の英語活動を実施したい。 

・英語を通じた小中連携をさらに深め，中学校英

 語との接続について研修を深めたい。 

・椿ワールドの英語劇は，英語が苦手なゲストもいるのであら

 すじを簡単に押さえるなどの手だてが必要である。 

・椿ワールドは以前に比べ，保護者の参加も増えて，子どもた

 ちも生き生きとしていた。しいて言えば，当日玄関に案内図

 などがあれば，もっと来客への歓迎ムードが盛り上がったか

 もしれない。 

・中学校英語との接続を今後とも強めるとともに，他教科の連

 携も必要である。 
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生 

 

 

徒 

 

 

指 

 

 

導 

基本的な生

活習慣の定

着 

 

 

 

・「早寝・早起き，朝

 ごはん」をはじめ，

 よい生活習慣（家庭

 学習，読書，ﾃﾚﾋﾞ・

 ｹﾞｰﾑの時間）を身に

 つける指導の徹底 

・地区懇談会を実施 

 し，家庭と連携して

， 基本的生活習慣の

定 着を図る。 

・保護者の協力によるア 

ンケート調査や自己点 

検活動に取り組み，そ れ

ぞれ達成度80％以 上を

目指す。  

・各地区合計５回の地区 

懇談会を実施し，家庭 に

おけるよりよい生活 習

慣の定着について話 し

合う。 

・２学期始業式時に，夏休み中の生活について

 挙手で尋ねたところ，低学年は９０％程度が

 「できた」と回答したが，高学年では７０％

 程度であった。市の実施した生活実態調査で

 は，「朝ごはんを毎日食べる」は８７％で，

 就寝時刻では，「１０時までに寝る」が低学

 年で８８％で，高学年は４５％であった。高

 学年は１１時頃まで半数が起きている。 

・９月末から１０月初めにかけて５地区に分け

 て地区懇談会を開催し，家庭や地域における

 子どもの現状について話し合った。 

・望ましい生活習慣をつけるために，長期休業中

 においては，それぞれの課題に目標を持たせ，

 親子で毎日チェックするなどの取組を行い，意

 識化を図る必要があった。 

・各地区合計５回の地区懇談会を実施し，通学団

 や地域の危険箇所，基本的な生活習慣について

 話し合った。地区懇談会は保護者，職員ともに

 好評であった。来年度は，自治会長や民生委員

 さんにも参加を呼びかけて開催したい。 

・生活習慣の改善策が具体的で分かりやすい。 

・具体的にどうしていくのかが分からない。 

・地区懇談会をするのはよいが，時期はこれでよいのか，回数

 は？（年度当初及び10～11月の２回行っては） 

友達や教師

と何でも話

し合える学

級づくり 

・「見続ける子」を学

 級経営の中心に据え

 た指導の実践 

・児童アンケートで学校 

生活に対する満足度90 

％以上を目指す。 

・「学校は楽しい」と回答した児童は，９８％

 であった。１・２・４年生は１００％であっ

 た。 

・今後も，「仲間づくり」の一環として「見続け

 る子」を学級経営の中心に据えた指導を実施し

， 「全ての教職員で全ての子を見ていく」態勢

を つくっていきたい。 

・『見続ける子を学級経営の中心に据えた指導』だけでは，具

 体的な方策が分からない。 

・全ての子を見ていくということは，縦，横，また他のつなが

 りが分かっておもしろい。 

・目標は達成できている。次年度以降も同様に。 

・「全ての教職員で全ての子を見ていく」という考え方は大切

 であるので，今後もこの態勢でいってほしい。 

 

 

 

 

安 

 

 

 

全 

 

 

 

管 

 

 

 

防犯教育の

充実 

 

・防犯教室を実施し，

 自らの命を守るため

 に危機回避能力や危

 機対応能力を身につ

 ける。 

・全学年で年１回以上の 

防犯教室を実施する。 

・警備保障会社のアルソックによる「安心教室

」 を全学年で実施した。内容は，低学年では

「安 心して登下校」篇，高学年では「安心し

てお 留守番」篇であった。 

・昨年までは経費の関係で１学年しか防犯教室が

 実施できなかったが，本年度はアルソックのご

 協力で，無料でしかも内容が濃いものを全学年

 で実施できた。子どもたちの反応も大変良く，

 成果もあったので，今後も継続したい。 

・自治会とも連携して合同の安全対策会議を持つことを考えた

い。 

・学校からもっと働きかけることも必要である。 

危機管理マ

ニュアルの

策定と校内

体制の整備 

・防犯，防災訓練の実

施 

 

・「不審者侵入」「連れ去

 り」等の防犯訓練や各 

種防災訓練を毎年定例 

化して実施する。 

・不審者侵入避難訓練と連れ去り防止訓練を警

 察署や青尐年課の協力のもと，全校で実施し

 た。また，火災や地震を想定した避難訓練も

 各学期ごとに実施した。 

・不審者や地震災害時に保護者の迎えによる緊急

 下校が必要になるが，本年度はこの訓練が実施

 できなかった。来年度は，メール配信システム

 を導入するので，これを活用した緊急下校訓練

 を実施したい。 

 

・教職員や保護者・地

 域住民と連携による

 登下校時のパトロー

 ルの強化 

・教職員によるおはよう 

ﾊﾟﾄﾛｰﾙ（月２回），お帰 

りパトロ－ル（週２回） 

の実施 

・安全安心パトロール隊 

の増員（安全安心ﾊﾟﾄﾛｰ ﾙ

・教職員とＰＴＡによるおはようパトロ－ル及

 び教職員によるお帰りパトロールを当初の計

 画通り実施した。 

・ＰＴＡによる安全安心パトロールのステッカ

 ーを関係者や関係機関に配布し，車によるパ

 トロールを依頼した。 

・安全安心パトロール隊の活動は，車にステッカ

 ーを貼って校区を走ってもらうことで犯罪を抑

 止することであるが，下校時に通学路に立って

 見守り活動をするボランティアは，現在はいな

 い状況である。来年度は，新たに見守り隊のよ

 うなボランティアを募集し，下校時の安全を確

・今の活動で，子どもたちだけの登下校はないのか。特に，ひ

 とりで帰ったり，低学年だけで危険なところを通っていない

 か。また，今の防犯設備だけで十分なのか。 

・パトロールボランティアとの連携の方法について，もっと話

 し合う必要がある。 
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理 ｽﾃｯｶｰの配布）と定例 活

動の実施 

 保していきたい。 

・教職員の危機管理意

 識の向上を図る研修

 を実施する。 

・危機管理研修会や防犯 

研修会を年１回以上開 

催する。 

・不審者侵入避難訓練時に「さすまた」等の使

 い方について訓練した。また，この時に撮影

 したビデオを使って，不審者侵入時の職員の

 対応についての研修を行った。 

・災害や事件・事故等を可能な限り予測して，防

 止に努める危機管理研修会をもつことができな

 かった。来年度は，早い時期に，事例等を通し

 た危機管理についての校内研修会を実施し，全

 教職員の危機管理意識を高めるようにしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

心 

 

 

 

 

の 

 

 

 

 

教 

 

 

 

 

育 

人権・同和教

育の推進 

・「見続ける子」を位

 置づけ，周りの子ど

 もの意識改革を行 

 い，教師と子ども，

 子ども同士が信頼関

 係で結ばれた学級づ

 くりを進める。 

・「見続ける子」を中心に

 据えた人権教育研修会

 を年2回以上実施する 

と共に職員会議の場で 

も情報交換会を行う。 

・児童アンケートを実施 

し，いじめ，仲間外し ０

人を目指す。 

・「見続ける子」の研修は，毎学期もつことが

 できた。それ以外にも，職員会議の場で，毎

 回子どもの実態を出し合う機会をもち，今後

 の指導に生かすようにした。 

・いじめアンケートでは，６月実施アンケート

 では，９名 がいじめを受け，現在も２名が

 続いていると回答した。この２名はその後解

 決した。１１月のアンケートでは，７名がい

 じめを受け，現在も続いていると答えた児童

 は５名いた。学級内でのトラブルが原因で起

 こったものばかりで，解決に向けて話し合い

 を行っている。 

・「思ったことが言いやすいクラスである」「

困 った時に先 生に相談できる」と答えた児

童 は，それぞれ９１％，８８％であった。 

・「見続ける子」を中心にした取組を継続すると

 ともに，エンカウンターやソーシャルトレーニ

 ングなどの手法を用い，つながりを育てる学級

 づくりに取り組みたい。 

・「いじめは，どの学校にも起こりえる」という

 認識のもと，早期発見・早期対応に心がける。

 そのため，今後も定期的にアンケートをとり，

 その結果を生かすようにしたい。 

・いじめに対応するマニュアル等ができているか。アンケート

 に頼らず，アンテナを高くして見ていくことが大切。 

・先生達はいじめの現場を見ますか？先生の見ていないところ

 でいじめは起きています。周りは，どうしたらいいのでしょ

 う。 

・来年度取り組むことを明確に書く必要がある。 

実践力を高

める道徳教

育の推進 

・体験活動等と結びつ

 け，子どもの心を揺

 さぶり，実践力を高

 める道徳教育を推進

 する。 

   

・全学年で「夢工房」を 

実施し，「生き方」や「考

 え方」を学ばせる。 

・授業参観時に，全学年 

で道徳の授業年１回以 

上公開する。授業後の 感

想やアンケートに よ っ

て満足度をみる。 

・「夢工房」実施学年は，４･５・６年のみであ

る。低学年は実施できなかった。 

・校内の研究授業で行った学年もあるが，ほと

 んどの学年は，学校開放デーの時に実施した

。 

・「すずか夢工房ー達人に学ぶー」は，キャリア

 教育を推進する上でも，大変効果的な学習であ

 る。来年度は，もっと早い時期に全ての学年で

 実施できるようにしたい。 

・生命を大事にし，人権を尊重する心や他人を思

 いやる心など豊かな人間性を育てるため，ボラ

 ンティア活動や自然体験活動などの体験活動を

 生かした道徳の授業を実践するようにする。 

・キャリア教育は低学年には難しいのではないか。 

・ボランティア活動を通じて，生き方を身につけさせることは

大切なことである。 
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縦割り集団

活動の推進 

・わくわくタイム(縦 

割り集団活動)を活 

用し，遊びを通じて 

人間関係・社会性を 

育成する。 

・毎週金曜日の昼休みを 

わくわくタイムとして 

幼稚園から６年生まで 

の縦割り班で集団遊び 

を実施する。 

・児童アンケートを実施 

し，満足度８０％以上 を

目指す。 

・ほぼ毎週１回「わくわくタイム」を実施し，

 集団遊びを楽しむことができた。 

・「友達と仲良くしている」と回答した児童は

， ９７％であった。 

・遊びの内容がマンネリ化することもあったが，

 縦割り班集団としていろいろな活動に取り組む

 ことができた。来年度は，さらに計画的に取り

 組む必要がある。 

・非常に良い取組だと思う。また，良い結果も出ている。 

・マンネリ化でも良いのではないか。続けることが大切である

。 

 

 

 

 

研 

 

 

 

修 

確かな学力

を保障する

算数科の授

業 

・学習課題や提示の仕

 方を工夫し，具体的 

な操作活動を取り入 

れた問題解決学習を 

推進する。 

・形成的評価及び座席表 

の活用により，通知表 の

「もう尐し」評定の 減尐 

・座席表は，算数の研究授業時に活用したが，

 通常の授業では生かすことができなかった。 

・「もう尐し」の延べ数は，１学期６８，２学

 期は６４で，結果はマイナス４であった。２

 学期は評価頄目が，どの学年も増えていたに

 もかかわらず，「もう尐し」の数は 減って

 いた。 

・子どもたちのつまずきを知り，指導方法の改善

 に生かしたりするため，形成的評価は必要なも

 のである。そのため，算数の重要単元では，単

 元の節目ごとに基礎的・基本的な内容を中心に

 した形成テストを実施し，その結果を授業改善

 に生かすようにしたい。 

・形成的評価の目標をなぜ達成できなかったのか。 

・教師がどんな力をつけたいかを目標にあげ，成果も教師の満

 足度が表れてくるものがよい。 

・子どもに指導する退場でなく，教師がどんな力をつけるかと

 いう立場で書く方がよい。 

・算数だけでなく他の教科にも広がるようにしたい。 

英語教育の

発展・深化 

・子どもが話したくな

 る英語活動の創造 

・誰でも取り組める英

 語活動のカリキュラ

 ムづくり 

・進んでコミュニケーシ 

ョンをかかろうとする 

児童の育成 

・スターターズパックを 

もとに系統的なカリキ 

ュラムの作成（各学年 年

間２９時間分） 

・鈴鹿国際大学主催の「国際交流フェスタ」で

 本校の英語活動と国際交流活動の取組を児童

 代表が発表し，見事最 優秀賞になった。審

 査員の多くの方に本校の取組を高く評価して

 いただいた。 

・計画通り各学年２９時間の英語活動が実施で

 きそうである。毎回指導案を作成し，ＡＥＴ

 と打合せをして授業に臨むことができた。 

・「最優秀賞」受賞を機に，子どもたちも自信を

 持ってより一層取り組むようになってきた。ま

 た，修学旅行や社会見学時に外国人へのインタ

 ビュー活動も主体的に取り組む姿勢が見られ 

 た。今後も，ＥＥタイムを中心に，さまざまな

 国際交流活動に計画的に取り組ませたい。 

・国際交流活動の取組は良いので，継続していってほしい。 

・英語活動は会話中心のため，読み書きが苦手な子が出てきて

 いるのではないか。中学校英語との接続についての研修が必

 要である。 

・小中の連携によって，子どもたちが興味をもって取り組める

 ようにしていきたい。 

 

 

 

 

開 

 

か 

 

れ 

保護者・地域

との連携 

・学校評議員会や地区

 懇談会の開催 

・学校評議委員会３回以  

上と地区懇談会の開催 

・学校評議委員会は２学期にもつことができな

 かったので，年２回の予定であるが，学校評

 議委員会とは別に，すこやかﾈｯﾄﾜｰｸ委員会と

 学校保健委員会を開催した。 

・計５回の地区懇談会を実施し，通学団や地域

 の危険箇所，基本的な生活習慣について話し

 合った。地区懇談会は保護者，職員ともに好

 評であった。 

・学校評議委員会は，毎学期もてるようにしたい

。 

・すこやかネットワーク推進委員会は，会議の趣

 旨が学校評議委員会に近いものなので，今後廃

 止する方向で考えたい。 

・外部評価委員会は，来年以降も設置し，学校改

 善に向けた提言をいただく場としたい。 

・地区懇談会は来年以降も開催したい。各地区の 

 自治会長や民生委員の参加も呼びかけたい。 

・各会議の細かい内容がわからず，評価しにくいのと同時に，

 目的とそのための具体的な方策がほしい。 

・必要がない会議であれば，なくす方向で検討することも大切

 なことである。 
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た 

 

学 

 

校 

・保護者，地域住民へ 

の適切な情報提供 

・学校，学級だより毎月 

２回以上の発行 

・回覧板による学校だよ 

 り等の地域への発信 

・学校だよりは１２月末現在で１９回発行し 

 た。学年だよりの発行は，学年で差があり，

 はほぼ毎日出している学  年もある。多数の

 学年が，１カ月あたり２～４回程度出してい

 る。学校だよりは，毎回地域の回覧板に入れ

， 地域住民の皆さんにも見て頂いている。 

・学校だよりは，毎月２回以上（２２回以上）は

， 何とかクリアしそうである。来年度は，さら

に 内容を工夫するとともに読みやすい紙面にし

て いきたい。 

・学年だよりは，月２回の発行が難しかった学年

 もある。回数が多ければよいというものではな

 いが，必要な情報が保護者に十分届けられない

 ことも考えられるので，さらに努力するように

 したい。 

・学級だよりは，学校全体としてどうするかが必要。出す学級

 と出さない学級の差をなくすようにする。思いを出すだけで

 なく，字を大きくするなど工夫がいる。 

・毎回でなくてもよいが，他地域の情報の提供（鈴鹿市，三重

 県）もすることにより，自分たちの地域の良し悪しがわかる

 のではないか。 

・行事の結果についての内容が多い。もっと学校の考え方を発

 信する内容がほしい。 

・学校だよりを通じて，保護者への要望を発信することも必要

 である。 

 

 

             学校経営品質の総括 

主な 強み○ と 弱み●                今後の方針             外部評価 

○学校の考え方や情報をさまざまな場で発信し，保護者や

 地域と連携しようとしている。 

○学校評議員会や外部評価委員会，すこやかネットワーク

 推進委員会などを開催して，地域や保護者の要望や声を

 学校運営に生かそうとしている。 

○児童や保護者の満足度や要望をアンケート等で調べ，今

 後の教育活動に生かそうとしている。 

○公開授業などを積極的に行い，研修に対して前向きであ

 る。 

○保護者，地域との協力体制は良好である。 

○学校に必要な情報データが共有できるようになってい 

 る。また，情報管理もできている。 

○保護者の協力が得られ，さまざまな教育活動がやりやす

 い。 

 

●学校のビジョンが，教職員や保護者等に共有化されてい

 るとは言えない。浸透度を常に把握する努力がいる。 

●保護者や地域の生の声が十分に伝わっていないためか，

 学校が保護者や地域から何を期待されているのかキャッ

・経営方針の理解浸透については，年度始に職 

員会議等の場で目指す学校像等について説明 

をしたが，話し合いを通じて共通理解を図る と

ころまではいかなかった。今後は，「目指す 学

校像」を明確化する段階で，全ての教職  員と

の対話に基づき，学校の「強み」「弱み」 を明

らかにしながら作るようにしたい。 

・計画の実施の段階では，さまざまな場面で校 

長自身が生の言葉で訴え，率先垂範して行動 し

，意識化が図れるようにしていきたい。そ して

，職員会議等の場において，その進捗度 を定期

的に確認するようにしたい。 

・「地域や保護者が学校に何を期待しているかが

 分からない」という意見が多かったが，今後 

はアンケートだけに頼ることなく，地区懇談 会

や学校評議員会をはじめ，地域の各種団体 の会

合に参加するなどして，地域や保護者の 要望を

的確に把握できるようにしたい。本年 度のアン

ケート（満足度調査）は，児童と保 護者のみで

・学校経営品質と学校評価との関係を明らかにする必要がある。カテゴリーごとの活動結果をこの評価表に関連づけ， 

評価表をそのまま生かせるようにしたい。 

・何のために学校評価をするのか常に考えるべきである。 

・「子どもたちはどうなのか」という視点が常にいる。評価のための評価ではいけない。 

・尐人数で共通理解がしやすい反面，仕事が多忙である。カテゴリー「仕事の進め方」の工夫がいるのではないか。 

・地区懇をしても地域の声が聞こえてこない。これは，「言っても無駄なのか」それとも，「満足しているのか」を考え

 ていく必要がある。 

・子どものことを考える時間がないことを話し合い，多忙化や会議の精選について考える必要がある。 

・「分掌担当者や担任任せ」は，他人事にならない工夫がいる。あくまで，合議でつくりあげたい。 

・重点目標は，教師がよく分かるように示す。また，何が学校を変える要因かを考える。 

・アセスメントシートの表現が曖昧であるため，それがメリットになり，話し合いのネタにもなるのである。 

・校長がビジョンを明確に伝えていない印象を受けた。簡潔・明瞭なかたちで伝える必要がある。 

・自己評価表ができてからカテゴリー８を行うべきである。自己評価表とアセスメントシートにもっと整合性をもたせ 

ることが必要である。 

・一番大事な改善点はこれであるというのを前年度に絞り込み，それを次年度の方針としていかなければならない。 

・学校評価をやって多忙感だけが残るのではだめであるもっとやりがいのあるもの，励みになるものにする必要がある。 

・学校の規模が小さいのは，強みであり，弱みでもあるが，規模が小さいことをもっと強みの変えていく必要がある。 

・重点目標は，対外的に挙げるものと，内部で重点的に取り組むものとを区別しておく必要がある。 

・アンケートが多く感じるが，自分たちの目で見，肌で感じたことを元に具体的な方策を考えてほしい。 
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 チできていないところがある。 

●中・長期的な目標はあるが，短期的な目標が明確でない

。 全教職員が意識して取り組める目標が必要である。 

●教職員の満足度を高めたり，やる気を引き出したりする

 取組が不足している。 

●教職員が尐なく，校務分掌多いため常に多忙感がある。

 また，空き教室等がないため，正常な学校運営や教育活

 動に支障が出ることがある。 

●学校ホームページの更新ができていない。 

 

 

◇学校経営診断の評点集計では，４３２点（１０００点満

 点）で，評価レベルは「Ａ」であった。Ａレベルとは，

 「経営品質向上活動が多くの領域で展開され，さらなる

 改善への学習が行われ，その成果として多くの領域で良

 好な結果が見られ，そのいくつかは国内トップあるいは

 ベンチマーキング対象として選定されるレベル」 

あったが，今後は，地域住民の意 見も聞ける 

ものも考えていきたい。 

・来年度は，行動計画にある「具体的な方策」 

をさらに具体化した「年度目標」を作成する よ

うにしたい。「評価指標」の設定においては， 

分掌担当者や担任に任せ，自己申告の形で取 り

組めるものにしていきたい。 

・本年度の行動計画の評価頄目が，ほぼ全領域 

に渡って設定されていたため，１年を通じて あ

れもこれもと取り組む必要があった。その 結果

，教職員は多忙感が増え，評価のための 評価に

陥ってしまうこともあった。来年度は， 頄目を

３つぐらいに絞って重点的に取り組め るよう

にしたい。 

・子どもたちの本分である学習をより意欲的かつ楽しく勉強できるための工夫をしていただきたい。 

・計画が多くて，実施が大変そうである。そのことが原因なのかは分からないが，目標達成ができてない事柄もある。 

しいていかなければいけないことが多くあるのは分かるが，事柄を絞って行ってはどうか。 

・全体的に良い活動ばかりだが，反省すべき時にどうして，なぜ達成できなかったのかの原因追及をしっかり行わない 

と，今後に生かせないのではないかと思う。目標に対して，もっと具体案が出せないか。 

・地域の人が気軽に出入りできるような学校であってほしい。学校に言いたいことが言えない雰囲気があるのではない 

か。保護者が地域の人が，自分たちの考えを出せるようにしたい。 

・学校から保護者や地域への要望等はないか。勝手なことを言う親もいる。学校と地域がうまくいくために，学校から 

も要望を出していくべきである。 

・コミュニティースクールの取組では，苦情について，学校に替わって保護者や地域に言うことをやっている。また， 

職員への苦情も，地域・ＰＴＡが聞いて，学校に伝えるということも考えていく。 

・学校だよりを使ってメッセージを発信することができる。学校だよりもパイプ役になっている。 

・親が判断できないこと（学校内のこと）をアンケートしている。いろいろな活動の満足度を調べているが，たとえ活 

発でなくても，子どもの個性が伸ばすことができればよいのではないか。 

 

 

 

 


